
 
 

事 務 連 絡  

平成３０年２月２６日  

 

 

 

一般社団法人日本自動車整備振興会連合会事業部  

 

 

 

国土交通省自動車局自動車情報課 OSS 班   

整備課検査班   

 

 

 

電子自賠責情報が正しく送信されない自動車について（続報） 

 

 

平素、自動車行政にご理解・ご協力頂きまして誠にありがとうございます。 

先般、「電子自賠責情報が正しく送信されない自動車について」（平成２９年１

２月１９日事務連絡）（参考）により、一部の自動車においては自動車の種別情

報が正しく区分されずに電子自賠責情報が送信されていることをお知らせした

ところです。 

その後、一般財団法人自動車検査登録情報協会から、平成３０年２月より電子

自賠責情報の送信先を一部変更した旨の連絡があったため、代理保険契約を行

っている協会及び各共済組合を含む関係各所に確認したところ、自動車の種別

情報が先にお知らせした区分とは異なる区分（別添１）により電子自賠責情報が

送信されていることが判明しました。 

電子自賠責情報が登録情報処理機関に提供されていたとしても、軽自動車の

一部の車種においては検査を申請する際に、軽自動車検査協会の窓口で電子自

賠責情報を確認できない場合がありますので、貴会会員事業者にお知らせ頂け

ますようお願い致します。  



今回新たに加入する自賠（新自賠） 過去に加入した自賠（旧自賠）

国土交通省 被牽引自動車
○証明書下欄外に「登録情報処理機関報告契約」
と表示があるものに限る

○すべて

特種自動車 ●警察車、消防車、救急車、霊柩車、教習車 ●警察車、消防車、救急車、霊柩車、教習車

被牽引自動車
○証明書下欄外に「登録情報処理機関報告契約」
と表示があるものに限る

○証明書下欄外に「登録情報処理機関報告契約」と
表示があるものに限る

国土交通省 被牽引自動車
○証明書下欄外に「登録情報処理機関報告契約」
と表示があるものに限る

○すべて

特種自動車 ●警察車、消防車、救急車、霊柩車、教習車 ●警察車、消防車、救急車、霊柩車、教習車

被牽引自動車 ●すべて ●すべて

国土交通省 被牽引自動車
○証明書下欄外に「登録情報処理機関報告契約」
と表示があるものに限る

○すべて

特種自動車 ●警察車、消防車、救急車、霊柩車、教習車 ●警察車、消防車、救急車、霊柩車、教習車

被牽引自動車 ●すべて ●すべて

全国トラック交通共済協同組合連合会（交協連）
Web-JIBAI　※全自共システムとは別

その他
Chubb損害保険株式会社

ザ・ニューインディア・アシュアランスカンパニー・リミテッド

非対応 － － － － －

別紙１

各保険代理協会（組合）電子自賠責のシステム対応早見表 Ver2
～車検時の電子自賠責情報利用状況～

保険代理協会・組合名（略称） 電子申請利用状況 電子化確認用目視表示 申請先

電子自賠として使用するにあたり注意が必要なもの

対象車両
詳細

日本損害保険協会（損保協会）
全国労働者共済生活協同組合連合会（全労済）

e-JIBAI
対応

証明書下欄外に表示
（登録情報処理機関報告契約）

軽自動車検査協会

全国共済農業協同組合連合会（JA共済）
代理店：共済代理店システム
窓口：契約管理システム

対応

○：電子申請対応応
●：電子申請非対応

証明書下欄外に表示
（e-JIBAI準拠）

軽自動車検査協会

全国自動車共済組合連合会（全自共）
Web-JIBAI

対応
証明書下欄外に表示
（e-JIBAI準拠）

軽自動車検査協会



 
 

事 務 連 絡  

平成２９年１２月１９日  

 

 

 

一般社団法人日本自動車整備振興会連合会事業部  

 

 

 

国土交通省自動車局自動車情報課 OSS 班   

整備課検査班   

 

 

 

電子自賠責情報が正しく送信されない自動車について 

 

 

平素、自動車行政にご理解・ご協力頂きまして誠にありがとうございます。 

平成２９年４月より検査申請書面である保安基準適合証等の電子化が開始さ

れたところですが、この度、一部の自動車においては、電子自賠責に係る自動車

の種別情報が区分されていないことが判明しました。 

このため、電子的に自動車損害賠償責任保険等を締結した場合の電子情報（以

下「電子自賠責情報」という。）が、登録情報処理機関から国又は軽自動車検査

協会に正しく送信されてない車体の形状が確認されております。 

具体的には別紙一覧表中、自動車の用途が特種となる５形状の自動車は、軽自

動車を含む全ての自動車の電子自賠責情報を軽自動車検査協会の窓口では確認

することが出来ません。また、自動車の用途が被牽引自動車となる３形状の自動

車は、平成２９年３月３１日以前に締結した電子自賠責情報を国の窓口では確

認することが出来ません。 

このため、電子保安基準適合証により継続検査を申請する際には、窓口で電子

自賠責情報を確認できない場合がありますので、貴会会員事業者にお知らせ頂

けますようお願い致します。 

 

 

  

参考



別紙

自動車の用途 車体の形状 原因 現状の送信先 正しい送信先

警察車

消防車

救急車

霊柩車

教習車

車体の形状 原因 現状の送信先 正しい送信先

○○トレーラ

○○フルトレーラ

○○セミトレーラ

特種

自賠責情報区分に登録車と軽自動車の区別がされないため全て登録車
として送信されている。

被牽引車
継続OSSの開始（平成２９年４月１日）に伴い、自賠責情報区分が整備さ
れた。平成２９年３月３１日以前は自賠責情報区分が登録車と軽自動車の
区別がされていないため全て軽自動車として送信されている。

登録車においては国土交通省
軽自動車においては軽自動車検査協会

登録車においては国土交通省
軽自動車においては軽自動車検査協会

国土交通省

軽自動車検査協会

自賠責情報区分が「緊急自動車」となっており、自賠責の観点から登録車
と軽自動車の区分がされないため全て登録車として送信されている。



軽自動車であって形状が次に掲げる自動車が対象

警察車、救急車、消防車、霊柩車、教習車



被牽引車（軽自動車を除く）が対象

２．「原動機の型式」が「－」となっているもの。

被牽引車（軽自動車を除く）が対象

１．「車体の形状」が「●セミトレーラ、●フルトレーラ、●トレーラ」となっているもの。




